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安心のネットワーク

　
今
治
市
上
浦
町
の
景
浦
雅
史
さ
ん

は
、
か
ん
き
つ
栽
培
が
盛
ん
な
大
三

島
で
、
温
州
み
か
ん
、
い
よ
か
ん
、

は
れ
ひ
め
、
施
設
せ
と
か
、
キ
ウ
イ

な
ど
を
、両
親
と
と
も
に
栽
培
す
る
。

　
22
歳
で
就
農
。タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、

年
齢
の
近
い
世
代
で
農
業
を
始
め
た

仲
間
が
多
く
、
そ
の
仲
間
が
集
ま
っ

て
、恵
回
会
を
発
足
。15
年
以
上
た
っ

た
今
で
も
、
活
発
な
交
流
が
続
い
て

い
る
。

　「
技
術
面
や
経
営
面
の
ほ
か
、
作

業
の
進
み
具
合
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
自
分
も
遅
れ
な
い
よ
う
に
と
頑

張
れ
る
し
、
な
に
か
と
心
強
い
存
在

で
す
」
と
雅
史
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ

る
。

　
現
在
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
少
し

遅
れ
て
い
る
が
、「
半
径
３
ｍ
以
内

で
し
か
仕
事
は
で
き
な
い
」
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、あ
せ
ら
ず
、

作
業
を
こ
な
し
て
い
る
。

　
は
れ
ひ
め
の
中
で
も
、
地
元
の
農

協
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
「
瀬
戸

の
晴
れ
姫
」
に
期
待
し
、
面
積
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
、
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
る
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
て
８
年
目
。
宇

和
島
市
白
浜
の
二
宮
新
治
さ
ん
は
、

農
業
大
学
生
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

も
受
け
入
れ
、
か
ん
き
つ
栽
培
の
魅

力
を
実
働
で
伝
え
て
い
る
。「
全
国

に
い
る
農
業
を
し
た
い
と
い
う
人
を

た
く
さ
ん
受
け
入
れ
た
い
。
将
来
若

い
人
が
、Ｉ
タ
ー
ン
で
白
浜
地
区
に

就
農
し
て
く
れ
た
ら
最
高
」
と
二
宮

さ
ん
は
熱
い
。

　
２
・
５
㌶
の
園
地
で
、
12
品
種
の

か
ん
き
つ
を
栽
培
。
安
全
で
お
い
し

い
ミ
カ
ン
を
届
け
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
独
自
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
１
０

０
％
有
機
肥
料
を
使
用
。
収
穫
時
期

を
遅
ら
せ
完
熟
も
の
を
収
穫
す
る
な

ど
、厳
選
品
だ
け
を
箱
詰
め
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（N

ino farm

）
や
カ
タ

ロ
グ
を
利
用
し
販
売
。
未
来
を
見
据

え
た
販
路
を
開
拓
し
て
い
る
。

　
昨
年
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
柑
橘
ソ
ム
リ

エ
愛
媛
』
を
設
立
。

　「
か
ん
き
つ
ソ
ム
リ
エ
の
ラ
イ
セ

ン
ス
制
度
を
確
立
さ
せ
、
も
っ
と
ミ

カ
ン
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
か
ん
き
つ
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
て
い
る
。

　
現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
市
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
村
上
さ
ん

（
22
歳
）
は
、「
初
め
て
の
農
業
。
二

宮
さ
ん
に
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
も
指
導
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
全
幅
の
信
頼
を

置
く
。

農
業
を
し
た
い
人
を

 

た
く
さ
ん
受
け
入
れ
た
い

二宮　新治さん（35歳） 景浦　雅史さん（38歳）

松山

西予

伊予

宇和島

今治
西条

松山

西予

伊予

今治
西条

宇和島

今治

仲
間
か
ら
日
々
刺
激

　
を
受
け
る
環
境
で
、

　
　
　
成
長
を
実
感
！

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

きらりネット

大三島は都会からの
移住者も多いので、
連携して視野を広げ
たい。

知っているようで知
らない愛媛かんきつ
の世界を広めたい。

マルチを全面被覆したはれひめの園地。
糖度12度以上の果実が「瀬戸の晴れ姫」
として出荷される。

二宮さんを囲む村上さん（左）と農業大学生の
渡辺さん（19）。二宮さんから生きた技術を学
んでいる。

え   

え  

か
い
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西
予
市
で
生
産
さ
れ
る
「
伊

予
生
糸
」
が
今
年
２
月
、
地
理

的
表
示
保
護
制
度（
Ｇ
Ｉ
制
度
）

に
登
録
さ
れ
た
（
西
予
市
蚕
糸

業
振
興
協
議
会
が
申
請
）。
地

理
的
表
示
保
護
制
度
と
は
、
国

が
地
域
の
農
林
水
産
物
や
食
品

を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
保
護
す
る

制
度
。
伊
予
生
糸
を
守
っ
て
い

る
の
は
、
市
内
６
戸
の
養
蚕
農

家
だ
。

　　
伊
予
生
糸
は
古
く
か
ら
伊
勢

神
宮
や
皇
室
の
御
料
生
糸
と
し

て
採
用
さ
れ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
２

世
の
戴
冠
式
の
衣
装
や
能
装
束

の
復
元
に
も
使
用
さ
れ
る
な

ど
、
高
品
質
な
生
糸
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
養
蚕
農
家
は
、
生
産
が

盛
ん
だ
っ
た
約
40
年
前
に
比
べ

る
と
激
減
。
西
予
市
に
１
３
０

０
戸
以
上
あ
っ
た
養
蚕
農
家
は

６
戸
と
な
り
、
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
西
予
市
野
村
町
の
松
下
誠
さ

ん
（
74
）
は
、
妻
の
厚
子
さ
ん

と
共
に
養
蚕
業
を
営
ん
で
き

た
。
５
月
か
ら
10
月
に
５
期
養

蚕
し
、
約
１
３
０
平
方
㍍
の
蚕

舎
で
温
度
や
湿
度
に
気
を
配

り
、
糸
が
取
れ
や
す
い
繭
作
り

を
心
が
け
て
い
る
。

　
蚕
品
種
は
、
極
細
高
級
生
糸

に
適
し
て
い
る
「
あ
け
ぼ
の
」。

西
日
本
唯
一
の
蚕
種
業
者
・
八

幡
浜
市
の
愛
媛
蚕
種
株
式
会
社

か
ら
蚕
を
仕
入
れ
る
。
蚕
の
餌

と
な
る
桑
は
、
約
１
・
２
㌶
の

畑
で
自
家
栽
培
し
、
蚕
へ
の
影

響
を
考
え
、
殺
菌
剤
や
殺
虫
剤

は
使
わ
な
い
。
新
鮮
な
桑
を
与

え
る
た
め
、
毎
日
、
桑
の
刈
り

取
り
か
ら
給
桑
と
重
労
働
だ
。

松
下
さ
ん
は
「
蚕
が
日
に
日
に

大
き
く
な
っ
て
い
く
の
が
楽
し

み
で
、
き
れ
い
な
繭
に
な
る
姿

が
何
と
も
言
え
な
い
。
元
気
な

間
は
好
き
な
蚕
を
作
ら
な
い
か

ん
。Ｇ
Ｉ
制
度
登
録
を
機
に
養

蚕
業
が
増
え
て
い
け
ば
」
と
話

し
、「
良
い
物
が
欲
し
い
と
い

う
人
が
い
る
限
り
、
絶
や
し
て

は
い
け
な
い
」
と
厚
子
さ
ん
も

続
け
る
。
出
荷
先
は
野
村
町
の

シ
ル
ク
博
物
館
。
年
間
７
０
０

㌔
の
出
荷
目
標
だ
。

　
西
予
市
の
養
蚕
業
に
つ
い

て
、
県
の
西
予
農
業
指
導
班
　

密
田
和
彦
主
幹
（
58
）
は
、「
伊

予
生
糸
が
登
録
さ
れ
た
こ
と

で
、
新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
」

と
話
す
。
農
業
指
導
班
で
は
、

技
術
指
導
に
加
え
、
市
と
協
力

し
優
良
品
種
の
桑
苗
を
年
間
約

５
０
０
０
本
生
産
。
桑
苗
は
、

既
存
農
家
へ
の
改
植
の
他
、
新

規
就
農
者
へ
の
無
償
配
布
を
行

う
予
定
だ
。

　
密
田
主
幹
は
「
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
伊
勢
神

宮
の
式
年
遷
宮
を
目
標
に
掲

げ
、
伊
予
生
糸
の
安
定
生
産
、

新
規
養
蚕
者
の
発
掘
と
育
成
を

支
援
し
て
い
く
」
と
意
欲
を
み

せ
て
い
る
。

２０１６年（平成28年）

農業共済
新聞

国
広
一
義
さ
ん
・
松
山
市

松山支所発

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園 

２
年
後
開
園
へ

未
経
験
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　「
農
業
が
好
き
で
す
ね
ぇ
」

と
笑
顔
で
話
す
、
松
山
市
高
田

の
国
広
一
義
さ
ん
（
43
）。
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
の
新

規
就
農
で
移
住
し
、農
業
経
験
・

農
地
ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦
で
５
年

目
に
な
る
。

　
地
域
の
協
力
で
耕
作
放
棄
地

等
を
借
り
、
現
在
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
45
㌃
、
イ
チ
ジ
ク
35
㌃
、

レ
モ
ン
11
㌃
、
タ
マ
ネ
ギ
20
㌃

な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
今
年
初
出

荷
で
、
今
後
18
㌃
増
や
し
て
37

㌃
を
観
光
農
園
に
す
る
予
定

だ
。
「
一
番
お
い
し
い
摘
み
た

て
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
２
年

後
の
開
園
を
目
指
し
て
い
て
、

松
山
市
初
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観

光
農
園
に
し
た
い
」
と
国
広
さ

ん
。
開
園
に
向
け
、
駐
車
場
の

確
保
を
思
案
中
だ
。

　
ま
た
、
今
秋
に
は
空
家
を
再

利
用
し
た
加
工
場
で
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
と
イ
チ
ジ
ク
の
ジ
ャ
ム

の
加
工
・
販
売
も
開
始
。「
出

荷
規
格
外
の
有
効
活
用
が
で

き
、
レ
モ
ン
を
使
う
と
お
い
し

く
な
る
。
砂
糖
以
外
の
原
料
を

自
分
の
園
地
で
賄
え
る
の
で
、

良
い
も
の
を
作
れ
る
。
今
後
、

観
光
農
園
で
も
販
売
し
、
都
市

部
に
も
販
路
を
拡
げ
た
い
」と
、

明
確
な
目
標
に
向
け
動
い
て
い

る
。

　
趣
味
で
ア
ボ
カ
ド
の
栽
培
技

術
も
研
究
し
て
い
る
国
広
さ

ん
。『
農
業
好
き
』が
半
端
な
い
。

当日刈り取った新鮮な桑を
８時間ごとに与える松下さん

ブルーベリーと国広さん

い

よ
　
い
　
と

た
い  

か
ん  

し
き

し
き  

ね
ん  

せ
ん  

ぐ
う

品
種
は「
あ
け
ぼ
の
」

安
定
し
た
生
産
を

　

　
　

  

め
ざ
す
た
め
に

西予支所発松下誠さんら6戸が生産・西予市野村町
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西
予
市
で
生
産
さ
れ
る
「
伊

予
生
糸
」
が
今
年
２
月
、
地
理

的
表
示
保
護
制
度（
Ｇ
Ｉ
制
度
）

に
登
録
さ
れ
た
（
西
予
市
蚕
糸

業
振
興
協
議
会
が
申
請
）。
地

理
的
表
示
保
護
制
度
と
は
、
国

が
地
域
の
農
林
水
産
物
や
食
品

を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
保
護
す
る

制
度
。
伊
予
生
糸
を
守
っ
て
い

る
の
は
、
市
内
６
戸
の
養
蚕
農

家
だ
。

　　
伊
予
生
糸
は
古
く
か
ら
伊
勢

神
宮
や
皇
室
の
御
料
生
糸
と
し

て
採
用
さ
れ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
２

世
の
戴
冠
式
の
衣
装
や
能
装
束

の
復
元
に
も
使
用
さ
れ
る
な

ど
、
高
品
質
な
生
糸
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
養
蚕
農
家
は
、
生
産
が

盛
ん
だ
っ
た
約
40
年
前
に
比
べ

る
と
激
減
。
西
予
市
に
１
３
０

０
戸
以
上
あ
っ
た
養
蚕
農
家
は

６
戸
と
な
り
、
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
西
予
市
野
村
町
の
松
下
誠
さ

ん
（
74
）
は
、
妻
の
厚
子
さ
ん

と
共
に
養
蚕
業
を
営
ん
で
き

た
。
５
月
か
ら
10
月
に
５
期
養

蚕
し
、
約
１
３
０
平
方
㍍
の
蚕

舎
で
温
度
や
湿
度
に
気
を
配

り
、
糸
が
取
れ
や
す
い
繭
作
り

を
心
が
け
て
い
る
。

　
蚕
品
種
は
、
極
細
高
級
生
糸

に
適
し
て
い
る
「
あ
け
ぼ
の
」。

西
日
本
唯
一
の
蚕
種
業
者
・
八

幡
浜
市
の
愛
媛
蚕
種
株
式
会
社

か
ら
蚕
を
仕
入
れ
る
。
蚕
の
餌

と
な
る
桑
は
、
約
１
・
２
㌶
の

畑
で
自
家
栽
培
し
、
蚕
へ
の
影

響
を
考
え
、
殺
菌
剤
や
殺
虫
剤

は
使
わ
な
い
。
新
鮮
な
桑
を
与

え
る
た
め
、
毎
日
、
桑
の
刈
り

取
り
か
ら
給
桑
と
重
労
働
だ
。

松
下
さ
ん
は
「
蚕
が
日
に
日
に

大
き
く
な
っ
て
い
く
の
が
楽
し

み
で
、
き
れ
い
な
繭
に
な
る
姿

が
何
と
も
言
え
な
い
。
元
気
な

間
は
好
き
な
蚕
を
作
ら
な
い
か

ん
。Ｇ
Ｉ
制
度
登
録
を
機
に
養

蚕
業
が
増
え
て
い
け
ば
」
と
話

し
、「
良
い
物
が
欲
し
い
と
い

う
人
が
い
る
限
り
、
絶
や
し
て

は
い
け
な
い
」
と
厚
子
さ
ん
も

続
け
る
。
出
荷
先
は
野
村
町
の

シ
ル
ク
博
物
館
。
年
間
７
０
０

㌔
の
出
荷
目
標
だ
。

　
西
予
市
の
養
蚕
業
に
つ
い

て
、
県
の
西
予
農
業
指
導
班
　

密
田
和
彦
主
幹
（
58
）
は
、「
伊

予
生
糸
が
登
録
さ
れ
た
こ
と

で
、
新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
」

と
話
す
。
農
業
指
導
班
で
は
、

技
術
指
導
に
加
え
、
市
と
協
力

し
優
良
品
種
の
桑
苗
を
年
間
約

５
０
０
０
本
生
産
。
桑
苗
は
、

既
存
農
家
へ
の
改
植
の
他
、
新

規
就
農
者
へ
の
無
償
配
布
を
行

う
予
定
だ
。

　
密
田
主
幹
は
「
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
伊
勢
神

宮
の
式
年
遷
宮
を
目
標
に
掲

げ
、
伊
予
生
糸
の
安
定
生
産
、

新
規
養
蚕
者
の
発
掘
と
育
成
を

支
援
し
て
い
く
」
と
意
欲
を
み

せ
て
い
る
。

２０１６年（平成28年）

農業共済
新聞

国
広
一
義
さ
ん
・
松
山
市

松山支所発

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園 

２
年
後
開
園
へ

未
経
験
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　「
農
業
が
好
き
で
す
ね
ぇ
」

と
笑
顔
で
話
す
、
松
山
市
高
田

の
国
広
一
義
さ
ん
（
43
）。
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
の
新

規
就
農
で
移
住
し
、農
業
経
験
・

農
地
ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦
で
５
年

目
に
な
る
。

　
地
域
の
協
力
で
耕
作
放
棄
地

等
を
借
り
、
現
在
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
45
㌃
、
イ
チ
ジ
ク
35
㌃
、

レ
モ
ン
11
㌃
、
タ
マ
ネ
ギ
20
㌃

な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
今
年
初
出

荷
で
、
今
後
18
㌃
増
や
し
て
37

㌃
を
観
光
農
園
に
す
る
予
定

だ
。
「
一
番
お
い
し
い
摘
み
た

て
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
２
年

後
の
開
園
を
目
指
し
て
い
て
、

松
山
市
初
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観

光
農
園
に
し
た
い
」
と
国
広
さ

ん
。
開
園
に
向
け
、
駐
車
場
の

確
保
を
思
案
中
だ
。

　
ま
た
、
今
秋
に
は
空
家
を
再

利
用
し
た
加
工
場
で
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
と
イ
チ
ジ
ク
の
ジ
ャ
ム

の
加
工
・
販
売
も
開
始
。「
出

荷
規
格
外
の
有
効
活
用
が
で

き
、
レ
モ
ン
を
使
う
と
お
い
し

く
な
る
。
砂
糖
以
外
の
原
料
を

自
分
の
園
地
で
賄
え
る
の
で
、

良
い
も
の
を
作
れ
る
。
今
後
、

観
光
農
園
で
も
販
売
し
、
都
市

部
に
も
販
路
を
拡
げ
た
い
」と
、

明
確
な
目
標
に
向
け
動
い
て
い

る
。

　
趣
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で
ア
ボ
カ
ド
の
栽
培
技

術
も
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究
し
て
い
る
国
広
さ

ん
。『
農
業
好
き
』が
半
端
な
い
。
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　休日は家でゆっくり、好きな映画や本を読んで、リ
フレッシュしています。お酒を飲んで、ストレスを発
散することも楽しんでいます。
　今後は仕事とプライベートともに充実させて、幸せ
な家庭を築くのが夢です。

①体に宿る精気。○○○○を込める。
⑤立派なことを成し遂げた人。
⑥押し○○、ヘア○○、安全○○
⑦ブドウを英語で言うと？
⑧心がひかれ、なつかしく思う。
⑩えひめ国体は何年後の開催？
⑬愛媛県のイメージアップキャラクター。

クロスワードをタテ・ヨコのカギを使って解いてください。
Ａ～Ｅの中の文字を並び替えて、

ひめのわ6号に関連のある言葉に完成させてください。

②

【応募の方法】
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。

【応募締め切り】

平成28年10月31日㈪ 当日消印有効
※応募によって得られた個人情報は、当組合にて厳重に
管理し、プレゼントの発送及び広報紙の製作の参考意見
として利用する以外の目的では使用いたしません。

① ⑧ ⑬⑤

②

⑦③

⑪

⑩

⑥

⑫④

松
山
市
二
番
町

　
　
　
４
丁
目
４
ー
２

N
O
S
A
I
え
ひ
め

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

52 7 9 0 0 0 0 2

★クイズの答え

★〒・ご住所

★お名前（フリガナ）

★年齢

★電話番号

★広報紙「ひめのわ」

　へのご意見・感想を

　お書きください。

①鯛の身を使った炊き込みごはん。
②本気、本当。真面目の略。
③無農薬栽培の四国中央市の特産。
④分かれてあちこちにあること。「人口○○○」
⑥トウガラシの変種。苦い野菜。
⑨地球をとりまく気体の層。○○○汚染。
⑪地球が太陽の周りを一周する時間。
⑫天然○○、合成○○、輪○○

ヨコのカギ

タテのカギ

B

⑨

A

C

ED

I y o  B i j i n

岩神 可奈さん（27歳）
松山市

田中 希空くん（２歳）
伊予市

正解の中から抽選で３名様に、

イヨメシ掲載の『熊福』の

お食事券（1,000円分）を

プレゼントします。

く ま ふ く

お食事券

　いつもニコニコ、笑顔が素敵なりっくん。まだまだ
新米のパパとママで、大変なこともたくさんあるけれ
ど、それ以上に楽しいこと、うれしいことがたくさん。
りっくんがいてくれるだけで、毎日、みんなを笑顔いっ
ぱいに、幸せいっぱいにしてくれます。一緒の家族に
なれて、ただただ幸せだよ。（父母より）

り  く
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